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「
ご
あ
い
さ
つ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

松
商
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
長

　
　
　

髙
根　
　

基

　
初
夏
の
候
、
会
員
各
位
に

お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す

御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
は
松
商
学
園
硬
式
野
球
部
に
、
暖
か
い
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
松
商
野
球
部
O
B
会
の
運

営
に
お
い
て
も
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
3
月
に
は
硬
式
野
球
部
創
部
103
回
生
36
名
が
卒
業

し
、4
月
に
34
名
の
期
待
の
1
年
生
が
入
部
し
ま
し
た
。

夏
の
大
会
に
向
け
ス
タ
ッ
フ
、
野
球
部
員
一
丸
と

な
っ
て
厳
し
い
練
習
に
邁
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
11
月
に
照
明
設
備
も
増
設
さ
れ
野
球
を
す
る
環

境
が
大
幅
に
向
上
し
、
後
は
良
い
結
果
が
待
た
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
の
O
B
会
報
で
も
報
告
し
ま
し
た
が
、
野
球

部
強
化
に
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
本
年
度
は
O
B

会
組
織
の
中
に
支
援
部
（
強
化
資
金
を
集
め
る
実
働

部
隊
）
が
出
来
、
総
会
で
承
認
さ
れ
、
ス
タ
ー
ト
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
母
校
の
大
先
輩
中
島
治
康
翁
の
胸
像
建
立
が
学
園

の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
建
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
中
島
大
先
輩
の
野
球
界
へ
の
足
跡
を
誇
り
に
思

い
ま
す
。
現
野
球
部
員
は
素
晴
ら
し
い
大
先
輩
が
い

た
こ
と
を
心
に
き
ざ
み
日
々
練
習
に
励
む
こ
と
を
希

望
し
ま
す
。
中
島
治
康
翁
の
胸
像
建
立
に
今
日
迄
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
高
山
一
栄
常
務
理
事
、
大
月
吉
史

元
監
督
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
建
立
場
所
、

資
金
等
を
検
討
す
る
運
び
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
」
へ
参
加
の
た
め

長
野
県
高
校
野
球
O
B
ク
ラ
ブ
（
仮
称
）
が
出
来
る

こ
と
に
な
り
6
月
に
設
立
総
会
が
開
催
決
定
さ
れ
ま

す
。
松
商
野
球
部
O
B
会
も
参
加
の
意
向
を
伝
え
て

い
ま
す
。
強
力
な
チ
ー
ム
編
成
で
「
マ
ス
タ
ー
ズ
甲

子
園
」
に
出
場
し
ま
し
ょ
う
。

　
前
文
の
支
援
部
の
集
め
る
資
金
と
O
B
会
費
と
は

別
に
な
り
ま
す
が
O
B
会
会
員
各
位
の
会
費
納
入
を

是
非
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
更
に
は
、
新
し
く
な
っ
た
、
屋
内
練
習
場
、
部
室
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
栄
光
室
、
名
札
（
1
回

生
〜
103
回
生
）
等
を
見
学
し
松
商
野
球
部
員
を
激
励

に
訪
れ
る
事
を
希
望
し
ま
す
。

　
終
わ
り
に
松
商
野
球
部
甲
子
園
出
場
と
会
員
各
位

の
ご
健
康
、
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

「
お
礼
と
ご
挨
拶
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

松
商
学
園
高
等
学
校
硬
式
野
球
部　

部
長　
　
　

山
口　

泰
志

　
日
ご
ろ
よ
り
先
輩
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
硬
式
野
球
部
の
活
動
に
ご
支
援
・

ご
理
解
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
校
は
ま
も
な
く
開
校
以
来
120
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で

校
友
の
心
の
礎
を
築
い
て
き
た
も
の
が
硬
式
野
球
部
の
活
躍
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
夏
の
甲
子
園
最
多
出
場
校
と
言
う
輝
か
し
い
記
録
も
北
海
高
校
に
そ
の
座
を
奪
わ
れ
、
悔
し
い
思
い

を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
現
実
を
考
え
ま
す
と
先
輩
方
に
は
申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

す
。

　
本
年
度
も
、
本
校
に
468
名
の
新
入
生
が
入
学
し
、
硬
式
野
球
部
に
34
名
の
精
鋭
が
新
部
員
と
し
て
現
在
活

動
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
部
員
数
104
名
と
な
り
県
下
有
数
の
規
模
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
照
明
が
設
置
さ
れ
、
時
間
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
練
習
が
出
来
る
な
ど
益
々
環
境
も
整
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
比
較
的
良
く
、
上
級
生
は
冬
の
厳
し
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
乗
り
越
え
、
一
回
り
体
も
大
き
く
な
り
パ
ワ
ー
プ
レ
イ
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
選
手
は
足
立
監
督
を
よ
く
信
頼
し
「
勝
負
に
強
く
ま
た
人
格
も
優
れ
、
他
校
の
チ
ー
ム
か
ら
目
標
と

な
る
チ
ー
ム
を
目
指
す
」
を
念
頭
に
掲
げ
日
々
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　
選
手
は
勿
論
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
目
指
す
も
の
は
甲
子
園
に
出
場
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
甲
子
園
の
地
で

声
高
ら
か
に
校
歌
を
歌
う
こ
と
。
そ
し
て
最
終
目
標
は
「
全
国
優
勝
」
で
す
。

　
多
く
の
先
輩
方
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
今
後
も
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
精
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
変
わ
ら
ぬ
ご
声
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
三
年
生
の
意
地
に
期
待
」

　
　

松
商
学
園
高
等
学
校
硬
式
野
球
部　

監
督　
　
　

足
立　
　

修

　
日
頃
よ
り
硬
式
野
球
部
に
対
し
、
暖
か
い
ご
支
援
ご
声
援
を
賜
り
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
　

　
本
年
も
有
望
な
新
入
部
員
が
34
名
加
わ
り
、
総
勢
104
名
の
野
球
部
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
の
チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
一
勝
懸
命
〜
最
高
峰
へ
の
挑
戦
〜
」
で
す
。
一
つ
の
プ
レ
ー
・
一
つ
の

ア
ウ
ト
、
目
の
前
の
こ
の
一
試
合
に
命
を
懸
け
て
戦
う
。
そ
し
て
人
と
し
て
も
、
野
球
に
お
い
て
も
最
高
峰

を
目
指
そ
う
！
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
一
冬
越
え
て
、
戦
力
も
底
上
げ
が
で
き
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
試
合
経
験
と
い
う
部
分
で
は
浅
い
チ
ー

ム
で
す
が
、
投
手
陣
も
整
っ
て
き
て
、
打
線
も
主
将
の
藤
井
を
中
心
に
機
動
力
の
使
え
る
布
陣
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
練
習
試
合
等
を
通
し
て
、
想
定
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
対
応
で
き
る
チ
ー
ム
に
鍛
え
、

自
分
の
「
心
」
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
動
ず
る
こ
と
な
く
プ
レ
ー
が
で
き
る
よ
う
夏
ま
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
選
手
は
今
日
ま
で
支
え
、
応
援
し
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
に
感
謝
を
届
け
よ
う
と
、
日
々
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
平
成
二
十
六
年
に
作
成
し
た
「
部
員
心
得
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
今
の
野
球
部

の
信
念
と
し
て
揚
げ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
誰
か
ら
も
目
指
さ
れ
る
よ
う
な
「
い
い
チ
ー
ム
」
を
作
り
、
そ
の

上
で
甲
子
園
へ
の
切
符
を
獲
得
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
と
数
日
後
に
迫
っ
た
夏
季
大
会
。
三
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
に
な
り
ま
す
。
こ
の
三
年
生
は
、
入
学
直

前
に
選
抜
出
場
を
見
て
入
っ
て
き
た
選
手
た
ち
で
す
。
甲
子
園
へ
の
思
い
は
あ
る
も
の
の
、
自
分
た
ち
の
力

で
出
る
に
は
大
変
な
力
が
必
要
で
す
。
昨
夏
の
決
勝
で
の
悔
し
い
思
い
、
そ
し
て
甲
子
園
に
対
す
る
熱
い
思

い
を
持
っ
た
三
年
生
の
意
地
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
い
る
選
手
に
対
し
、
暖
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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部
員
心
得

松
商
学
園
高
等
学
校
硬
式
野
球
部

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
日
作
成

一
　
野
球
選
手
で
あ
る
前
に
松
商
学
園
生
徒
で
あ
れ

一
　
礼
儀
は
和
の
基
で
あ
る

一
　
常
に
松
商
野
球
部
と
い
う
和
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
な

一
　
常
に
謙
虚
で
あ
れ

一
　
態
度
・
言
語
は
正
直
・
明
快
で
あ
れ

一
　
清
楚
な
美
は
心
か
ら
生
ま
れ
る

一
　
我
慢
は
自
分
の
た
め
で
あ
る

一
　
健
康
管
理
に
細
心
の
注
意
を
怠
る
な

一
　
常
に
反
省
し
た
な
ら
ば
失
敗
は
少
な
い

一
　
成
長
の
場
に
立
つ
以
上
闘
志
を
持
ち
続
け
よ

一
　
逃
げ
道
を
つ
く
る
な

一
　
本
気
で
努
力
・
研
究
す
る
こ
と
は
成
功
へ
の
道

一
　
確
固
た
る
信
念
を
持
て

一
　
自
立
心
を
養
え

一
　
け
じ
め
を
つ
け
よ

一
　
凡
時
徹
底
を
忘
れ
る
な

一
　
用
具
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
精
進
の
表
れ

一
　
上
級
生
は
下
級
生
が
決
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
級
生
は
上
級
生
が
決
め
る

一
　
野
球
は
社
会
に
通
じ
る
こ
と
を
忘
れ
る
な

一
　
全
て
の
こ
と
に
あ
り
が
と
う

グ  

ラ  

ウ  

ン  

ド

　
　
　

　

今
年
の
チ
ー
ム
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

一
勝
懸
命
〜
最
高
峰
へ
の
挑
戦
〜
で
す
。

そ
し
て
チ
ー
ム
の
目
標
は
、
全
国
制
覇
で
す
。

　

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
一
つ
の
勝
利
に
チ
ー
ム
全
員
が
命
を
か
け
戦

う
と
い
う
意
味
で
、
ま
た
、
野
球
で
最
高
峰
に
な
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

人
間
と
し
て
も
こ
の
松
商
野
球
部
で
培
っ
て
き
た
も
の
を
糧
に
、
最
高

峰
に
な
る
と
い
う
意
味
を
込
め
て
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
ま
し
た
。
自

分
達
は
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
日
々
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
チ
ー
ム
の
方
針
と
し
て
目
標
を
達
成
す
る
一
つ
の

手
段
と
し
て
「
い
い
チ
ー
ム
」
を
創
ろ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
い
い

チ
ー
ム
と
は
三
つ
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
全
員
が
共
通
の
目
的
、
目
標
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。

　

二
つ
目
は
、
自
発
的
な
個
々
の
ス
キ
ル
向
上
。

　

三
つ
目
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
。

こ
の
三
つ
を
達
成
す
る
た
め
に
、
チ
ー
ム
で
決
ま
り
事
を
決
め
て
そ
れ

を
全
員
で
行
う
と
い
う
活
動
を
大
切
に
や
っ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と

い
い
チ
ー
ム
を
創
っ
て
目
標
を
達
成
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
す
が
一
番
は
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

自
分
達
の
着
て
い
る
も
の
、
野
球
が
で
き
て
い
る
こ
と
、
す
ば
ら
し
い

施
設
が
あ
り
出
来
て
い
る
の
は
家
族
、
指
導
者
、
O
B
会
、
後
援
会
、

球
友
会
を
始
め
全
て
の
方
々
が
携
わ
っ
て
自
分
達
は
野
球
が
で
き
て
い

る
の
で
、そ
の
人
達
の
た
め
に
結
果
と
し
て
応
え
る
の
も
そ
う
で
す
が
、

全
力
疾
走
で
感
謝
の
気
落
ち
を
届
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
達
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
自
分
達
に
と
っ
て
も
、
応
援
し

て
く
だ
さ
る
皆
様
に
と
っ
て
も
最
高
の
喜
び
だ
と
思
う
の
で
、
チ
ー
ム

の
み
ん
な
で
一
勝
懸
命
が
ん
ば
っ
て
協
力
し
て
全
国
制
覇
を
必
ず
成
し

遂
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
松
商
学
園
硬
式
野
球
部
に
ご
協

力
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

1
月
の
球
友
会
主
催
に
よ
る
必
勝
祈
願
祭

で
は
気
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
共
に
今
年
こ

そ
！
と
強
い
気
持
ち
を
抱
き
ま
し
た
。

　

9
年
ぶ
り
36
回
目
の
甲
子
園
目
指
し
保
護

者
一
丸
と
な
り
応
援
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

松
商
学
園
高
等
学
校

硬
式
野
球
部
　
主
将

藤
井
　
大
地

「
今
年
の
豊
富
」

指
導
者
名
簿

選
手
一
覧

部
　
長
　
山
口
　
泰
志

副
部
長
　
松
宗
　
　
勝

監
　
督
　
足
立
　
　
修

顧
　
問
　
高
山
　
幸
大

顧
　
問
　
金
井
　
洋
貴

【
三
年
生
】

上
地
　
康
平

名
古
屋
恵
大

千
國
　
友
彦

青
柳
　
孝
輝

青
栁
　
真
珠

浅
輪
優
太
郎

安
　
　
吉
成

千
野
　
　
秀

山
田
　
純
也

井
領
　
大
輔

大
月
　
涼
太

中
込
　
　
開

中
島
崚
太
郎

西
村
　
知
也

波
多
腰
　
守

宮
前
　
　
渚

森
田
　
哲
平

曽
我
　
一
心

兎
澤
　
颯
汰

足
立
　
　
星

笠
原
　
拓
実

清
水
　
祐
寿

渡
辺
　
幹
太

飯
塚
　
潤
也

勝
野
　
匠
磨

岸
本
　
裕
太

倉
田
　
源
大

須
藤
将
太
郎

伴
場
　
洋
紀

三
村
　
祐
成

宮
下
　
晃
稀

村
上
　
優
成

百
瀬
光
太
朗

保
坂
　
拓
矢

藤
井
　
大
地

田
中
　
太
陽

玉
井
麟
太
郎

大
月
華
優
途

肥
後
　
正
敬

【
二
年
生
】

森
　
　
翔
吾

北
原
　
拓
未

寺
嶋
　
将
希

土
井
　
　
東

広
瀬
　
祐
二

草
間
　
奎
吾

坂
井
　
陸
人

鈴
掛
　
幸
巨

直
江
　
大
輔

中
村
　
泰
雅

松
下
　
湧
矢

阿
藤
　
　
駿

岩
本
　
大
生

佐
々
木
朋
希

佐
藤
　
英
二

森
田
　
崇
文

吉
田
　
忠
真

吉
川
　
望
月

斎
藤
　
滉
太

向
山
　
卓
人

大
和
久
竣
矢

小
原
　
悠
生

木
内
　
飛
龍

松
下
　
稜
矢

熊
谷
　
　
駿

西
窪
　
渓
斗

保
科
　
武
範

村
上
鮎
太
郎

本
木
飛
雄
河

庄
　
　
龍
紀

荻
原
　
朝
飛

【
一
年
生
】

片
桐
　
　
翼

宮
崎
　
将
人

石
川
　
紘
堂

菊
池
琉
輝
斗

佐
藤
　
弘
基

猿
田
　
大
地

島
田
　
凌
真

鈴
木
　
健
介

塚
本
　
強
矢

堀
　
翔
太
郎

矢
花
　
優
征

秋
山
　
　
凱

木
村
　
悦
士

小
林
　
太
郎

中
嶋
　
海
久

清
水
　
光
希

清
水
　
統
偉

伴
在
　
汰
文

古
越
　
　
悠

小
杉
明
日
翔

春
原
　
爽
汰

高
相
　
　
響

濵
　
　
大
輝

川
井
　
大
輝

中
澤
　
拓
弥

森
田
　
　
元

山
本
　
健
斗

関
　
　
徳
輝

大
木
　
陽
太

橘
　
　
左
京

上
條
　
大
和

長
田
　
俊
輔

上
野
　
真
路

宮
坂
　
勇
輝

　
総
勢
104
名

コ
ー
チ
　
清
水
　
克
海

コ
ー
チ
　
岡
　
　
大
輔

コ
ー
チ
　
松
本
　
匡
礼

ト
レ
ー
ナ
ー
　
萩
原
　
和
昭

松
商
野
球
部
父
母
会
長

伴
場
　
憲
司

「
必
勝
祈
願
」

今日一日怒らず、怖れず、悲しまず、正直、親切、愉快に、
力と勇気と信念とをもって自己に課せられたる

責務を果たし、松商ナインの誇りをもって、立派な野球人として生きることを
自分自身の厳かなる誓いとする。

誓　詞
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一球入魂

－３－

  

松
商
学
園
　
3
ー
4
　
佐
久
長
聖

  

松
商
学
園
　
11
ー
1
　
塩
尻
志
学
館

  

松
商
学
園
　
4
ー
3
　
松
本
第
一
（
準
々
決
勝
） 

  

松
商
学
園
　
7
ー
0
　
松
本
県
ヶ
丘
（
準
決
勝
）

  

松
商
学
園
　
2
ー
10
　
松
本
深
志
（
決
勝
） 

  

松
商
学
園
　
5
ー
1
　
下
諏
訪
向
陽

  

松
商
学
園
　
6
ー
7
　
小
諸
商
業
（
準
々
決
勝
） 

  

松
商
学
園
　
12
ー
2
　
南
安
曇
農
業

  

松
商
学
園
　
8
ー
0
　
明
科

  

松
商
学
園
　
8
ー
1
　
松
本
工
業

  

松
商
学
園
　
5
ー
4
　
松
本
深
志
（
準
決
勝
）

  

松
商
学
園
　
6
ー
1
　
都
市
大
塩
尻
（
決
勝
） 

  
松
商
学
園
　
11
ー
2
　
下
伊
那
農
業

  
松
商
学
園
　
4
ー
1
　
岡
谷
工
業

  

松
商
学
園
　
9
ー
7
　
飯
田
風
越

  

松
商
学
園
　
9
ー
8
　
松
本
深
志
（
準
々
決
勝
）

  

松
商
学
園
　
7
ー
4
　
都
市
大
塩
尻
（
準
決
勝
）

  

松
商
学
園
　
2
ー
6
　
佐
久
長
聖
（
決
勝
）

第
136
回
北
信
越
地
区
高
等
学
校
野
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
野
県
大
会

2017
5/14～

第
135
回
北
信
越
地
区
高
等
学
校
野
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
野
県
大
会

2016
9/25～

第
136
回
北
信
越
地
区
高
等
学
校
野
球

　
　
　
　
　
長
野
県
大
会
中
信
予
選
会

2017
4/30～

第
135
回
北
信
越
地
区
高
等
学
校
野
球

　
　
　
　
　
長
野
県
大
会
中
信
予
選
会

2016
9/3～

第
98
回
全
国
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
野
球
選
手
権
長
野
大
会

2016
7/12～

大会結果2016～ 2017

今
回
は
、校
舎
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
写
真
・
文
責
　
小
口
卓
哉
） 昨年度より校舎の色が白から茶色に

教室からグラウンドを見渡す

校舎６階から眺める北アルプス

施
　
設
　
紹
　
介

１
日（
土
）

　

健
大
高
崎
・
学
法
石
川

（
練
習
試
合
・
健
大
高
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

２
日（
日
）

　

美
濃
加
茂（
練
習
試
合
・
松
商
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

８
日（
土
）〜
23
日（
日
）

　

第
99
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
長
野
大
会

　
　
　
　
　
　
　
（
長
野
・
松
本
・
上
田
・
諏
訪
）

７
月
７
月 24

日（
土
）

　

Ⓐ
県
立
岐
阜
商
業

　
　
　
　
　
（
練
習
試
合
・
松
商
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　

Ⓑ
松
本
歯
科
大
学

　
　
　
　
　
（
練
習
試
合
・
松
商
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　

第
99
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
長
野
大
会
抽
選
日

25
日（
日
）

　

愛
工
大
名
電（
練
習
試
合
・
松
商
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

６
月
６
月

８
月
８
月７

日（
月
）〜
21
日（
月
）

　

第
99
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
阪
神
甲
子
園
球
場
）

※
Ⓐ
…
A
チ
ー
ム
、Ⓑ
…
B
チ
ー
ム

※
Ⓐ
…
A
チ
ー
ム
、Ⓑ
…
B
チ
ー
ム

今後の試合予定



宮
坂
　
真
一

下
村
　
幸
雄

上
條
　
　
寿

山
浦
　
壽
美

高
井
　
隆
雄

中
嶋
　
嘉
平

深
沢
　
正
頼

百
瀬
　
兵
二

大
沢
　
好
伯

牧
羽
　
邦
夫

小
笠
原
　
寿

山
本
　
　
誠

柳
沢
　
義
久

高
山
　
一
栄

菅
沢
多
仁
夫

末
岡
　
幹
也

大
月
　
吉
史

大
月
　
敏
生

宮
下
　
貴
光

野
溝
　
武
男

丸
山
　
洋
五

丸
谷
　
義
一

北
沢
　
秀
長

古
畑
　
　
稔

高
根
　
　
基

横
沢
　
宏
武

小
松
　
殷
和

丸
山
　
淳
臣

中
原
　
英
孝

長
島
　
　
誠

榊
原
　
達
哉

飯
田
　
健
夫

大
月
　
健
生

二
村
　
康
悟

斎
藤
　
　
渡

甘
利
　
憲
治

平成 29 年 6 月 20 日

－４－
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松商野球部OB会会費納入のお願い

松商野球部OB会支援部発足のご案内

２．郵便局以外の金融機関からOB会口座へ振込み
　　金融機関（松本信用金庫・八十二銀行）へ出向いていただき振込みするか、ご自分のインターネットバンキングを利用しての振り込み
　　も可能です。（手数料はご負担願います）
　　　①松本信用金庫
　　　　金融機関コード：９９００
　　　　店番号：０１９　二子支店
　　　　預金種目：普通
　　　　口座番号：０１１０９２５
　　　　受取人名義：松商野球部OB会　会計　輪湖源和
　　　　カナ氏名（受取人）：マツショウヤキュウブOBカイ　カイケイ　ワコモトカズ

②八十二銀行
　金融機関コード：０１４３
　店番号：４１４　深志支店
　預金種目：普通
　口座番号：０６３１９８５
　受取人名義：松商野球部OB会　代表　髙根基
　カナ氏名（受取人）：マツショウヤキュウブOBカイ　ダイヒョウ　タカネモトイ

３．銀行口座からの自動引き落とし
　　松本信用金庫又は、八十二銀行のどちらかの金融機関の預金口座をお持ちの方は、毎年自動的に納入される、「銀行口座からの自動引き
　　落とし」の利用を検討しております。ご希望の方は、OB会役員までご連絡ください。手続き方法についてご説明させていただきます。
　　　携帯電話　０９０－４７０８－３３７６　（金澤悦司　幹事長）

１．同封の払込取扱票で振込み
　　郵便局（ゆうちょ銀行）に出向いていただき、振替
　　口座へ振込みをお願いします。（手数料OB会負担）

注）振込みの場合は、卒業年数もしくは、卒業回数をご記入下さい。
　　また年会費は５,０００円以上とし、前年度未納者も併せてお願
　　い致します。

◆
平
成
28
年
度
O
B
会
費
納
入
者
一
覧
◆

このたび野球部OB会内の組織として、野球部強化の支援策の一環と
して支援部を発足することになりました。
発足の目的として主に下記名内容にてサポート体制を整えたいと考え
ております。
　　①寮費の補助等日常生活面での選手の支援 ( 高野連の規定に沿って )
　　②遠征費の捻出や用具購入等の野球部活動支援
　　③監督の渉外活動費（中学生のスカウト費用、大学、社会人等進路開拓費用の捻出）
以上の内容から、当面の目標として年間 300 万円の支援金を集める事を支援部の活動軸にしていきたい
と思っております。何卒OB会員の皆様のご理解ご協力の程宜しくお願い申し上げます。

支援部　部長　伊藤昌志（81 回卒）

◉
41
回
卒

◉
45
回
卒

◉
49
回
卒

◉
52
回
卒

◉
53
回
卒

◉
54
回
卒

◉
55
回
卒

◉
56
回
卒

◉
57
回
卒

◉
59
回
卒

◉
60
回
卒

◉
61
回
卒

◉
62
回
卒

◉
63
回
卒

◉
64
回
卒

　

福
岡
　
　
進

降
旗
　
　
勲

大
月
　
敬
三

増
村
　
　
晃

茂
木
　
啓
司

臼
沢
　
雄
一

一
ノ
瀬
秀
敏

塩
原
　
良
男

森
山
　
憲
義

松
村
　
季
美

小
野
　
　
猛

高
木
　
一
男

小
口
　
　
格

戸
谷
　
正
一

竹
内
　
芳
治

田
中
　
邦
明

宮
川
　
　
昇

松
沢
　
三
郎

三
村
　
誠
司

宮
下
　
元
広

太
田
　
　
誠

西
沢
　
晴
夫

木
藤
　
利
光

藤
原
　
秀
明

森
山
　
　
昭

波
場
　
啓
一

赤
羽
　
弘
章

金
沢
　
悦
司

水
谷
　
公
晴

宮
崎
　
憲
夫

上
條
　
一
雄

上
條
　
　
勝

小
椋
　
正
博

柴
山
　
晋
一

中
田
　
　
修

篠
田
　
　
泉

飯
沼
　
光
永

杉
村
光
太
郎

佐
々
木
一
郎

北
原
　
洋
策

召
田
　
三
博

◉
65
回
卒

◉
66
回
卒

◉
67
回
卒

◉
68
回
卒

◉
69
回
卒

◉
70
回
卒

◉
71
回
卒

◉
72
回
卒

◉
73
回
卒

◉
74
回
卒

横
山
　
正
志

中
沢
　
一
雄

宮
沢
　
　
伸

萩
原
　
光
雄

宮
下
　
敏
彦

百
瀬
　
研
吉

上
條
　
淳
司

川
島
　
正
幸

原
　
　
俊
夫

中
島
　
　
勇

小
尾
　
淳
美

竹
内
　
　
司

足
立
　
茂
雄

笠
原
　
　
亘

長
瀬
　
雅
彦

茅
野
　
幸
則

小
林
　
　
浩

萩
原
　
和
昭

赤
広
　
永
政

酒
井
　
重
俊

伊
藤
　
昌
志

手
塚
　
俊
彦

小
門
　
秀
章

笹
沢
　
英
夫

塩
原
　
久
悦

野
村
　
仁
己

市
川
　
恒
夫

圓
山
　
　
徹

清
水
　
克
海

西
沢
　
猛
彦

飯
島
　
泰
臣

大
月
　
弘
士

日
詰
　
洋
司

御
子
柴
清
志

熊
谷
　
宗
紀

輪
湖
　
源
和

丸
山
　
泰
士

直
江
　
　
晃

井
上
　
大
輔

◉
75
回
卒

◉
76
回
卒

◉
77
回
卒

◉
78
回
卒

◉
79
回
卒

◉
80
回
卒

◉
81
回
卒

◉
82
回
卒

◉
83
回
卒

◉
84
回
卒

◉
86
回
卒

◉
87
回
卒

山
崎
　
　
浩

小
口
　
卓
哉

鹿
野
　
国
博

酒
井
　
康
雄

井
口
　
　
猛

柿
木
　
昌
清

清
水
　
大
介

柳
沢
　
裕
一

宮
沢
　
久
佳

権
藤
　
哲
雄

高
橋
　
　
巧

二
村
　
　
武

上
田
　
佳
範

花
岡
　
　
忠

中
島
　
昭
夫

荒
井
　
敏
幸

辻
　
　
利
行

山
下
　
晃
一

内
藤
　
　
学

青
木
　
　
崇

堤
　
　
良
一

濱
　
　
栄
行

花
村
　
貴
史

山
口
　
　
伸

辻
　
竜
太
郎

福
嶋
　
義
明

小
野
　
秀
樹

上
條
　
宏
聡

小
山
　
鉄
平

瀧
澤
　
　
但

須
藤
　
真
琴

栗
原
　
正
和

呉
本
　
成
徳

滝
沢
　
義
正

原
山
　
哲
也

巾
崎
　
　
学

茅
野
　
和
也

深
江
　
真
登

◉
88
回
卒

◉
89
回
卒

◉
90
回
卒

◉
91
回
卒

◉
92
回
卒

◉
94
回
卒

◉
96
回
卒

◉
97
回
卒

◉
99
回
卒

◉
100
回
卒

◉
101
回
卒

◉
104
回
卒

◉
105
回
卒

長
岡
　
史
憲

宮
下
　
翔
斗

上
條
　
大
貴

中
村
　
勇
紀

吉
瀬
　
文
人

森
山
　
翔
太

松
下
　
　
達

平
林
　
知
晃

川
上
　
郁
也

長
島
健
太
郎

根
立
　
誠
斗

青
柳
　
佑
輔

甲
田
　
堅
勇

近
藤
　
雅
久

下
田
　
裕
太

久
保
田
　
凌

古
籏
　
正
隆

菊
池
　
駿
平

百
瀬
　
　
慧

藤
森
　
大
貴

石
井
　
雅
啓

波
多
腰
　
充

平
井
　
健
仁

伊
藤
　
裕
太

高
橋
　
壮
大

永
井
　
宏
樹

恩
田
　
佑
哉

酒
井
　
俊
樹

霜
鳥
幸
志
郎

新
倉
　
健
太

中
原
　
啓
貴

阿
藤
　
圭
吾

北
島
　
輝
心

濵
地
　
一
輝

桑
原
　
雅
斗

島
田
　
恭
汰

松
岡
　
崇
元

　
　
　
191
名

◉
107
回
卒

◉
109
回
卒

◉
110
回
卒

◉
111
回
卒

◉
112
回
卒

◉
113
回
卒

◉
114
回
卒

◉
115
回
卒

◉
116
回
卒
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一球入魂
　

松
本
商
業
が
全
国
優
勝
を
果
た
し
て
来
年
で
九

十
周
年
に
な
る
訳
で
す
。

　

こ
の
時
の
エ
ー
ス
で
あ
っ
た
中
島
治
康
先
輩
は

松
本
商
業
か
ら
早
稲
田
大
学
、
藤
倉
電
線
を
経
て

巨
人
軍
に
入
団
し
選
手
、
監
督
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
一
九
三
九
年
（
昭
和
十
四
年
）
に
ホ
ー
ム
ラ
ン

王
、
打
点
王
、
首
位
打
者
と
し
て
プ
ロ
野
球
界
初

の
三
冠
王
を
獲
得
し
、
プ
ロ
野
球
界
に
大
き
な
足

跡
を
残
さ
れ
た
こ
と
は
ご
高
承
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。

　

プ
ロ
野
球
引
退
後
は
読
売
新
聞
社
の
運
動
部
に

所
属
し
大
学
野
球
、
高
校
野
球
の
ア
マ
チ
ュ
ア
野

球
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
六
三
年
（
昭

和
三
十
八
年
）に
は
野
球
殿
堂
入
り
を
果
た
さ
れ
、

日
本
プ
ロ
野
球
界
の
代
表
す
る
偉
人
の
一
人
と
し

て
、
そ
の
功
績
は
現
在
も
広
く
讃
え
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
輝
か
し
い
功
績
を
持
つ
中
島
治
康

氏
は
松
商
学
園
に
と
り
ま
し
て
も
、
更
に
は
松
本

市
に
と
り
ま
し
て
も
歴
史
に
燦
然
と
輝
く
偉
大
な

存
在
で
あ
り
大
き
な
宝
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
歴
代
監
督
、
現
監
督
、
野
球
部
後
援
会

長
、
野
球
部
O
B
会
長
、
校
友
会
長
が
発
起
人
と

な
り
、
学
校
に
中
島
治
康
氏
の
胸
像
建
立
の
要
請

を
し
た
と
こ
ろ
、
理
事
会
に
お
い
て
審
議
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
の
で
野
球
部
O
B
会
の
皆
様
に
御
協

力
の
お
願
い
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
発
起
人
会
で
こ

れ
か
ら
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
あ
た
り
O
B
各
位
の
御
健
勝
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

中
島
治
康
氏

　
　

胸
像
建
立
に
つ
い
て

中
島
治
康
氏

　
　

胸
像
建
立
に
つ
い
て

『第15回 マスターズ甲子園』
　　　　　　　　　　　大会出場に向けて

www.masterskoshien.com/

スケジュール
2017年 ４月：2018年大会を目標に『長野県マスターズ甲子園』発起人会設立。
　　　 10月：全国高校野球OB クラブ連合総会にて2018年大会の出場枠決定。
2018年 ５月：長野県予選開始（参加校数にもよるが、各地区代表による県大会か、地区予選無しの県大会で実施。）
　　　 ９月：長野県代表決定。
｠｠｠｠｠｠ 11月：『第15回 マスターズ甲子園』大会出場（2日間）

1 . 目標
　　 長野県の野球人口拡大の為、2018 年の全国高等学校野球選手権第 100 回記念大会を機会に、マスタ
　　 ーズ甲子園大会に長野県代表として出場する。
2 . マスターズ甲子園大会の概要
　　 1）マスターズ甲子園大会出場を目標に各高校野球部OBがチームを結成し硬式球を使用し県代表（選抜も可）を目指して戦う。
　　　　（現時点では長野県からの登録は 1校も無し）＊2018 年大会には長野県選抜で出場し、2回目以降は単独チームの参加を検討。
　　 2）各校の選手は、元高校硬式野球部関係者（野球部員・監督・部長・コーチ・マネージャーのOB ・OG) で、34 才以下が 14 名、 
　　　 35 才以上が 15 名で構成される。
　　 3）全国の各都道府県代表 16 チーム（ベンチ登録者は最大 50 名）が、甲子園で親善試合を行う。
　　 4）前日に前夜祭、2日間で入場行進・開会式・8試合・閉会式、予備日に後夜祭も行い、親睦を図る。尚、キャッチボールのイベントもある。
3 . 目的
　　 1）甲子園出場を夢見た元球児が出身校のOB会員として再び熱く甲子園を目指す事により、野球関係者・地域の野球ファンを巻き
　　　込み、出身校や個人の活性化が生涯スポーツの普及や地域社会の発展に寄与する。
　　 2）自分達の子供や地域の子供達に、甲子園の魅力・野球の楽しさ・ワクワク感を伝え、野球文化の伝承を図る。
　　 3）各高校野球部OB会を活発化させ、OB会費の納入増にも繋げ現役支援強化も狙う。
　　 4）高校野球部員憧れの聖地甲子園での試合と、硬球の感触で贅沢な草野球を楽しむ。
4 . その他
　　現状、理論的には 2年に一度、県代表が甲子園に出場出来るよう設定されている。また、初出場チームは優先的に出場を認められてい
　　る。松商学園硬式野球部OBの多くのご参加お待ちしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：太田浩行）

大会概要

 「REVENGE （リベンジ）青春を塗り替えろ」
　甲子園で悔しい思いをした学年、県大会で泣いた学年、それぞれの思いを胸に聖地『阪神甲子園球場』
で滅茶苦茶贅沢な草野球をしよう‼（ただし使用するのは硬球）

（
文
責　

横
山
正
志
）

松
商
野
球
部
の
歴
史
を
資
料
と
写
真

で
集
大
成
。全
801
ペ
ー
ジ
。

1
冊
5
、0
0
0
円（
送
料
別
）。

購
入
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

松
商
サ
ポ
ー
ト

　
　
（
〇
二
六
三
）三
四
ー
二
七
四
五

※
松
商
学
園
高
等
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
申
し
込

　

み
が
で
き
ま
す
。

松
商
野
球
部
百
年
史

松
商
野
球
部
百
年
史

昭
和
３
年
の
全
国
優
勝
、
平
成
３
年

の
セ
ン
バ
ツ
準
優

勝
を
は
じ
め
100
年

を
超
え
る
硬
式
野

球
部
の
歴
史
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

優
勝
旗
他
、
貴
重

な
展
示
品
を
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
場
料
無
料
。
見
学
希
望
の
方
は
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
　

松
商
学
園
高
等
学
校

　
　
（
〇
二
六
三
）三
三
ー
一
二
一
〇

松
商
学
園
歴
史
栄
光
室

松
商
学
園
歴
史
栄
光
室

大
月　

吉
史
（
57
回
卒
）

松
商
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

　
　
　

特
別
相
談
役
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平成 29 年 6 月 20 日

（株）丸谷工業
（60回卒）0263-25-4008

宮 下 貴 光
（59回卒）0263-92-2578

髙 根 　 基
（61回卒）0263-36-2157

OB会長

丸 谷 義 一OB会顧問

松本車輌（株）
篠 田 　 泉

（72回卒）0263-47-0090

伊原漆器専門店
佐々木 一郎

（74回卒）0263-32-0449

サン・フーズ（株）
堤 　 良 一

（92回卒）0263-48-7411

（有）ヒロエンタープライズ
松本中央ゴルフセンター
田 中 浩 正

（88回卒）0263-25-2957

熊谷製麺（株）
熊 谷 宗 紀

（86回卒）0263-25-1497

（有）大和屋商店
（68回卒）0263-33-0512
木 藤 利 光

能 勢 頼 明
（57回卒）0263-32-1489

松本電気工業（株）
小野 　猛
（66回卒）

小野 秀樹
（96回卒）

0263-47-6585

OB会副会長

お食事処  池国
名 古 屋　勇

（85回卒）0263-32-1451
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能
勢
頼
明
氏
に
知
人
か
ら
リ
ト
ル
リ
ー
グ
（
小
学
生

の
硬
式
野
球
）
の
話
が
持
ち
か
け
ら
れ
、
私
に
相
談
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、組
織
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
Ｏ
Ｂ
故
松

岡
英
夫
氏
を
会
長
に
松
本
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
協
会
を

創
立
し
た
、
昭
和
48
年
の
こ
と
で
あ
る
。リ
ト
ル
リ
ー
グ

を
卒
業
し
た
子
供
達
が
高
校
ま
で
硬
式
野
球
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
関
東
・
関
西
で
既
に
先
行
し
て

い
た
中
学
生
の
硬
式
野
球
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
野
球
を
長
野

県
に
開
設
し
よ
う
と
ま
ず
松
本
市
内
に
松
本
（
下
村
幸

雄
）、松
本
東（
渡
辺
幸
明
）、松
本
南（
上
條
昭
人
）の
３

氏
監
督
に
よ
る
３
チ
ー
ム
が
発
足
、
規
約
の
作
成
・
組

織
の
編
成
な
ど
私
も
創
設
者
と
し
て
参
画
し
、
新
潟
県

を
併
せ
昭
和
52
年
に
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
信
越
連
盟
を
創
立

し
た
。今
年
は
創
立
41
周
年
に
な
る
。リ
ト
ル
シ
ニ
ア
野

球
に
賛
同
・
協
賛
さ
れ
る
Ｏ
Ｂ
諸
兄
は
別
掲
の
諸
氏
で
あ
る
。

　

東
北
創
立
記
念
全
国
選
抜
大
会
で
松
本
（
下
村
幸

雄
）、
九
州
創
立
同
大
会
及
び
中
学
生
の
全
国
選
抜
野

球
で
あ
る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
カ
ッ
プ
で
松
本
南
（
斉
藤
渡
）、

東
海
連
盟
創
立
同
大
会
兼
林
和
男
旗
杯
国
際
大
会
で

中
野（
髙
橋
昭
二
）の
３
氏
が
監
督
と
し
て
全
国
制
覇
を

遂
げ
て
い
る
。

　

甲
子
園
勝
利
バッ
テ
リ
ー
で
は
、《
直
江―

藤
井
》、《
上

田―

辻
》が
シ
ニ
ア
出
身
で
あ
る
。

　

全
国
の
シ
ニ
ア
出
身
者
で
は
大
谷
翔
平
（
日
本
ハ
ム
）

な
ど
プ
ロ
球
界
で
200
名
余
の
現
役
選
手
が
活
躍
し
て
い

る
が
、
長
野
県
か
ら
は
金
子
千
尋（
オ
リ
ッ
ク
ス
）の
他
１

軍
選
手
は
見
当
た
ら
ず
寂
し
い
状
況
で
あ
る
。シ
ニ
ア
出

身
者
で
松
商
Ｏ
Ｂ
の
プ
ロ
野
球
入
団
者
は
、
川
村
正
太

郎（
日
本
ハ
ム
）、柳
沢
裕
一（
現
東
北
楽
天
コ
ー
チ
）、上
田

佳
範（
現
D
e
N
A
コ
ー
チ
）、
呉
本
成
徳（
横
浜
）の
４

氏
で
あ
る
。

　

シ
ニ
ア
卒
業
生
は
長
野
県
で
毎
年
200
名
余
が
高
校
に

進
学
し
野
球
を
続
け
て
い
る
。松
商
野
球
部
に
も
Ｏ
Ｂ

諸
兄
の
力
添
え
で
多
数
の
シ
ニ
ア
選
手
が
入
部
し
て
い
る

が
、
ラ
イ
バ
ル
他
校
に
も
才
能
あ
る
選
手
が
多
数
進
学

し
て
い
る
。最
近
の
中
学
生
は
、
名
門
校
・
伝
統
校
で
は

な
く
野
球
部
の
環
境
・
寮
・
食
事
な
ど
経
済
的
な
問
題
、

卒
業
後
の
進
学
、
就
職
先
な
ど
個
人
の
様
々
な
事
情
に

合
わ
せ
て
進
学
校
を
選
択
し
て
い
る
。松
商
野
球
部
も

彼
等
の
選
択
肢
に
注
目
考
慮
し
て
優
秀
な
選
手
が
獲

得
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。Ｏ
Ｂ

諸
兄
に
は
多
数
が
参
加
し
て
今
後
と
も
シ
ニ
ア
野
球
の
活

動
に
ご
協
力
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

リ
ト
ル
シ
ニ
ア
野
球（
中
学
硬
式
野
球
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

と
松
商
Ｏ
Ｂ

リ
ト
ル
シ
ニ
ア
野
球（
中
学
硬
式
野
球
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

と
松
商
Ｏ
Ｂ

松
商
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会　

顧
問

末
岡　

幹
也
（
57
回
卒
）

野球関係者（高校・大学・社会人・プロ）野球関係者（高校・大学・社会人・プロ）野球関係者（高校・大学・社会人・プロ）
高校野球
足立　　修
松宗　　勝
清水　克海
松本　匡礼
萩原　和昭
中原　英孝
上條　大貴
宮下　裕司
中澤　秀人
谷口　光治
秋廣　公治
相河　翔太
岡本　　伸
平澤　一浩
池田　匡駿
茅野　和也

（81回卒）
（97回卒）
（83回卒）
（104 回卒）
（80回卒）
（63回卒）
（107 回卒）
（78回卒）
（82回卒）
（86回卒）
（93回卒）
（113 回卒）
（115 回卒）
（78回卒）
（111 回卒）
（105 回卒）

監　督
副部長
コーチ
コーチ

トレーナー
監　督
コーチ
顧　問
部　長

長野県高校野球連盟中信支部幹事
監　督

長野県高校野球連盟審判員
長野県高校野球連盟審判員

部　長
コーチ
監　督

松商学園
松商学園
松商学園
松商学園
松商学園
日本ウェルネス筑北キャンパス
日本ウェルネス筑北キャンパス
松本工業
大町岳陽
松本県ヶ丘
松川

関西創価 (大阪府）
法政大学高（東京都）
佐倉南 (千葉県）

社会人野球
茂木　啓司
辻　　利行
山田　　誠
車谷　若紀
相河　翔太

（65回卒）
（91回卒）
（94回卒）
（100 回卒）
（113 回卒）

群馬県野球連盟　理事長
監　督
コーチ
監　督

社会人野球審判員

日本野球連盟理事
信越クラブ
信越クラブ
静岡ガス（軟式）
全日本野球協会

大学野球
松山　直弘
古厩　正隆

（113 回卒）
（114 回卒）

順天堂大学
順天堂大学

監　督
コーチ

プロ野球
三澤今朝治
飯島　泰臣
柳沢　裕一
上田　佳範
辻　竜太郎
柏原　　誠

（58回卒）
（83回卒）
（89回卒）
（91回卒）
（94回卒）
（95回卒）

取締役会長
取締役副会長
バッテリーコーチ
外野守備走塁コーチ
打撃コーチ

編集チーム　中日担当記者

信濃グランセローズ
信濃グランセローズ
東北楽天イーグルス
横浜DeNAベイスターズ
オリックスバファローズ
日刊スポーツ新聞

少年野球指導者少年野球指導者少年野球指導者
リトルシニア
下村　幸雄
高山　一栄
末岡　幹也
能勢　頼明
斉藤　　渡
塚原　啓介
森山　勇希
塩原　裕樹
井口　泰造

（45回卒）
（56回卒）
（57回卒）
（57回卒）
（64回卒）
（100 回卒）
（100 回卒）
（109 回卒）
（69回卒）

信越連盟中南信ブロック長兼監督
元信越連盟理事長
信越連盟会長

元信越連盟理事長
前監督　会長

監　督
コーチ
コーチ
監　督

松本
穂高
日本リトルシニア野球協会顧問

松本南
松本南
松本南
松本南
松本東

波場　啓一
藤森　国彦
丸山　督弘
川島　正幸
高橋　昭二
伊藤　昌志
丸山　雄基
中澤　一雄
丑山　　潔
輪湖　源和
清沢　悦郎

（69回卒）
（73回卒）
（85回卒）
（77回卒）
（79回卒）
（81回卒）
（112 回卒）
（75回卒）
（87回卒）
（86回卒）
（91回卒）

松本西
長野南
長野南
駒ヶ根
中野
北安南
北安南
安曇野南
安曇野南
安曇野南
安曇野南

監　督
監　督
コーチ
監　督
監　督
監　督
コーチ
総監督
監　督
コーチ
コーチ
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一球入魂

信州美術工業（株）
青 木 　 壽

（54回卒）0263-25-0219

斎 藤 　 渡
（64回卒）0263-58-4577

OB会副会長

福 岡 　 進
（65回卒）0263-52-3403

OB会副会長菓子工房  ミユキドウ
大月 健生
（63回卒）

大月 敬三
（65回卒）

0263-32-3355

（有）本郷商店
本 郷 剛 史

（80回卒）0263-64-2202

（株）アイシンク
赤 羽 勝 巳

（82回卒）0263-25-2130

（有）米田屋
太 田 浩 行

（75回卒）0263-32-0291

開道不動産
二村 康悟
（63回卒）

二村　 武
（91回卒）

0263-39-7750

（株）大月酒店

0263-28-8500

（有）百瀬商店
百瀬　 豊
（74回卒）

百瀬 研吉
（77回卒）

0263-32-2417

末 岡 幹 也
（57回卒）0263-25-0228

OB会顧問高山商工（有）
（56回卒）0263-82-3305

高 山 一 栄OB会顧問 大月吉史
（57回卒）

会長 大月弘士
（83回卒）

社長

（文責：圓山　徹）

中学校（軟式）
柴山　晋一
小島　哲也

（71回卒）
（97回卒）

監　督
コーチ

長野東栁クラブ
山ノ内中学

小学校（軟式）　
丸山　竜利
古川　貴史
小野　和彦

（83回卒）
（93回卒）
（93回卒）

コーチ
監　督
監　督

松川村少年野球愛好会
二子少年野球
吉田スポーツ少年団

現役選手現役選手現役選手

社会人野球
内野手
外野手
外野手
投　手
外野手
投　手
投　手
外野手
外野手
捕　手
内野手
外野手
投　手
外野手
外野手
投　手
外野手
内野手
内野手
投　手
投　手
投　手
捕　手
内野手
外野手
外野手
外野手

信越クラブ
三菱重工広島
JXエネオス
ルビコン（軟式）
ルビコン（軟式）
松本市役所（軟式）
松本市役所（軟式）
松本市役所（軟式）
キッセイ薬品工業（軟式）
キッセイ薬品工業（軟式）
キッセイ薬品工業（軟式）
キッセイ薬品工業（軟式）
キッセイ薬品工業（軟式）
キッセイ薬品工業（軟式）
キッセイ薬品工業（軟式）
キッセイ薬品工業（軟式）
セイコーエプソン (軟式）
セイコーエプソン (軟式）
セイコーエプソン (軟式）
セイコーエプソン (軟式）
セイコーエプソン (軟式）
セイコーエプソン (軟式）
セイコーエプソン (軟式）
佐久総合病院 (軟式）
佐久総合病院 (軟式）
佐久総合病院 (軟式）
佐久総合病院 (軟式）

堀内　俊輔
市原　一樹
百瀬　雅也
丸山　泰裕
青柳　佑輔
藤牧　鉄平
前島　秀俊
奥原　　諒
大沢　功一
伊藤　達宏
丸茂　勇気
福田　　佑
平間　　強
三輪　　航
縣　　雄大
島田　恭太
中村　徹也
竹内　　直
加々島悠介
奥野　雄大
保科　達哉
丸茂　将悟
古牧　友陽
鈴木　洋平
川村　陽平
原　　大和
島田　翔吾

（106 回卒）
（109 回卒）
（115 回卒）
（103 回卒）
（114 回卒）
（96回卒）
（103 回卒）
（112 回卒）
（92回卒）
（101 回卒）
（102 回卒）
（103 回卒）
（110 回卒）
（111 回卒）
（113 回卒）
（116 回卒）
（99回卒）
（103 回卒）
（104 回卒）
（108 回卒）
（114 回卒）
（116 回卒）
（116 回卒）
（99回卒）
（112 回卒）
（113 回卒）
（113 回卒）

プロ野球
外野手
外野手

高知ファイティングドッグス
信濃グランセローズ

深江　真登
船崎　星矢

（105 回卒）
（115 回卒）

大学野球
投　手
内野手
内野手
内野手
投　手
内野手
内野手
外野手
内野手
内野手
投　手
内野手
投　手
外野手
内野手
外野手
内野手
外野手
捕　手
外野手
内野手
内野手
投　手
投　手
捕　手
内野手
投　手
外野手
外野手

松本大学
松本大学
東海学園大学
東海学園大学
大東文化大学
大東文化大学
大東文化大学
明治学院大学
明治学院大学
明治学院大学
明治学院大学
明治学院大学
関西国際大学
福井工業大学
東京国際大学
信州大学
共栄大学
中部学院大学
拓殖大学
東京農業大学
城西国際大学
城西国際大学
帝塚山大学
石巻専修大学
城西大学
名古屋経済大学
新潟医療福祉大学
新潟医療福祉大学
愛知学院大学（準硬式）

大坪　右京
石井　雅啓
古畑　優輝
横内龍之介
太田　魁星
吉崎　達哉
森泉　尚生
小林　郁貴
日岐　大成
新倉　健太
徳田　涼介
植林　友伯
吉川　琢己
近藤　雅久
菊地　駿平
小倉峻太郎
小林　俊瑛
伊藤　裕太
松原　領汰
矢口　直樹
酒井　俊樹
高野　友陽
井口　泰星
羽賀　和也
阿藤　圭吾
杉本　壮矢
手塚　俊輔
梨本　雄斗
金原　滉乃

（113 回卒）
（115 回卒）
（113 回卒）
（114 回卒）
（113 回卒）
（113 回卒）
（115 回卒）
（113 回卒）
（114 回卒）
（115 回卒）
（116 回卒）
（116 回卒）
（113 回卒）
（114 回卒）
（114 回卒）
（114 回卒）
（115 回卒）
（115 回卒）
（115 回卒）
（115 回卒）
（115 回卒）
（116 回卒）
（115 回卒）
（115 回卒）
（116 回卒）
（116 回卒）
（116 回卒）
（116 回卒）
（116 回卒）

田中健太郎（97回卒） 監　督新潟
ボーイズリーグ　

松沢　浩史
飯沼　光永
柳原　　稔
成澤　　洋
山本　　茂
鈴木　喜一
青柳　重樹

（81回卒）
（73回卒）
（90回卒）
（92回卒）
（89回卒）
（89回卒）
（92回卒）

マイナー監督
信越連盟中南信ブロック役員審判

コーチ
コーチ
コーチ
コーチ
コーチ

長野東
松本北　城東
松本北　城東
松本北　城東
松本南　寿庄内
波田
塩尻

リトルリーグ　リトルシニア（P６続き）
町田　哲也
中島　聡志
小澤　　健
安　　一成

（89回卒）
（95回卒）
（99回卒）
（108 回卒）

塩尻
大町
伊那
東京青山

監　督
コーチ
コーチ
コーチ
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◆
あ
と
が
き
◆

中
信
O
B
会

担
　
　
　
当

幹
事
長
　
金
澤
悦
司（
69
回
卒
）

副
幹
事
長
　
召
田
三
博（
74
回
卒
）

　
〃
　
　
横
山
正
志（
75
回
卒
）

　
〃
　
　
伊
藤
昌
志（
81
回
卒
）

　
〃
　
　
圓
山
　
徹（
83
回
卒
）

　
〃
　
　
小
口
卓
哉（
88
回
卒
）

　
〃
　
　
堤
　
良
一（
92
回
卒
）

　
〃
　
　
遠
山
裕
太（
105
回
卒
）

会
　
計
　
輪
湖
源
和（
86
回
卒
）

監
　
事
　
三
村
誠
司（
68
回
卒
）

　
〃
　
　
飯
沼
光
永（
73
回
卒
）

　
　
　
　
飯
沼
光
永（
73
回
卒
）

　
〃
　
　
深
澤
友
和（
93
回
卒
）

顧
　
問
　
宮
坂
真
一（
41
回
卒
）

　
〃
　
　
下
村
幸
雄（
45
回
卒
）

　
〃
　
　
高
山
一
栄（
56
回
卒
）

　
〃
　
　
末
岡
幹
也（
57
回
卒
）

　
〃
　
　
丸
谷
義
一（
60
回
卒
）

特
別
相
談
役
　
大
月
吉
史（
57
回
卒
）

　
〃
　
　
中
原
英
孝（
63
回
卒
）

　
〃
　
　
小
尾
淳
美（
77
回
卒
）

会
　
長
　
髙
根
　
基（
61
回
卒
）

副
会
長
　
斎
藤
　
渡（
64
回
卒
）

　
〃
　
　
福
岡
　
進（
65
回
卒
）

　
〃
　
　
小
野
　
猛（
66
回
卒
）

松商野球部OB会役員
　

さ
わ
や
か
な
初
夏
の
季
節
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご

清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
ず
、
O
B
会
報
編
集
委
員
で
あ
り
ま
し
た
村
瀬
浩
之
氏
（
78

回
卒
）
が
病
と
懸
命
に
闘
っ
て
い
ま
し
た
が
昨
年
11
月
、
大
変
残

念
で
す
が
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。
慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
長
野
県
の
小
、
中
学
校
の
野
球
人
口
が
激
減
す
る
中

「
長
野
県
高
校
野
球
O
B
連
盟
」
が
、
6
月
10
日
の
設
立
総
会
を

経
て
発
足
致
し
ま
す
。
母
校
も
役
員
会
を
開
き
参
加
す
る
事
に
致

し
ま
し
た
。
今
後
、
色
々
と
ご
協
力
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
、
野
球
人
口
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
1
位
）
サ
ッ
カ
ー

（
2
位
）
に
次
い
で
3
位
と
い
う
現
状
で
す
O
B
連
盟
は
当
面
の

目
標
と
し
て
、
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
大
会
に
長
野
県
代
表
と
し
て

出
場
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
夏
の
大
会
（
来
年
は
100
回
大
会
）
は
各
校
の
力
が
大
変
接
近

し
て
お
り
激
戦
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
何
と
か
36
回
目
の
出
場
を

勝
ち
取
っ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
O
B
会
報
発
刊
に
あ
た
り
ま
し
て
、
広
告
掲
載
に
ご
協

力
頂
い
た
野
球
部
O
B
各
位
、
京

浜
O
B
会
、
花
岡
印
刷
様
に
は
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
4
人
の
編
集
委
員
の
皆

さ
ん
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

最
後
に
、
会
員
各
位
の
皆
様
方

の
益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上

げ
、
あ
と
が
き
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

松
商
野
球
部
O
B
会

  

幹
事
長　

金
澤　

悦
司

●
1
月
5
日

　
　
　

11
日

　
　
　

19
日

●
2
月
5
日

　
　
　

13
日

　
　
　

13
日

●
3
月
5
日

●
4
月
21
日

　
　
　

21
日

　
　
　

30
日

●
5
月
13
日

　
　
　

14
日

●
6
月
4
日

　
　
　

18
日

　
　
　

30
日

●
7
月
9
日

　
　
　

24
日

　
　
　

30
日

●
8
月
1
日

●
9
月
4
日

　
　
　

24
日

●
10
月
5
日

　
　
　

30
日

●
11
月
15
日

練
習
始
め

球
友
会
主
催　

祈
願
祭
・
新
年
会

松
商
野
球
部
O
B
会
総
会
・
新
年
会

後
援
会
総
会
・
新
年
会

強
化
委
員
会

松
商
野
球
部
O
B
会
京
浜
支
部
総
会
・
新
年
会

父
母
会
主
催　

３
年
生
を
送
る
会

野
球
部
支
援
の
会
（
学
校
と
O
B
会
）

O
B
会
報
編
集
委
員
会
（
５
月
ま
で
４
回
開
催
）

第
134
回
春
季
北
信
越
高
校
野
球
中
信
地
区
予
選

中
信
地
区
高
等
学
校
野
球
O
B
連
盟
定
期
総
会

第
134
回
春
季
北
信
越
高
校
野
球
長
野
県
大
会

第
134
回
春
季
北
信
越
高
校
野
球
本
大
会
（
福
井
県
）

京
浜
校
友
会
総
会
・
懇
親
会

後
援
会
総
会

第
98
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
長
野
大
会

佐
久
長
聖
と
決
勝
戦

新
チ
ー
ム
ス
タ
ー
ト

O
B
会
役
員
会
（
支
援
準
備
委
員
会
に
つ
い
て
）

第
135
回
秋
季
北
信
越
高
校
野
球
中
信
地
区
大
会

第
135
回
秋
季
北
信
越
高
校
野
球
長
野
県
大
会

中
信
地
区
高
等
学
校
野
球
O
B
連
盟
ゴ
ル
フ
大
会

中
信
地
区
高
等
学
校
野
球
O
B
連
盟
野
球
大
会

O
B
会
学
年
幹
事
会

　

平
素
は
松
商
野
球
部
O
B
会
京
浜
支
部
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
17
年
11
月
に
O
B
会
京
浜
支
部
を
立
ち
上
げ
、

今
年
で
11
年
に
な
り
ま
す
。
昨
年
、
区
切
り
の
10
年
を
迎
え
、
役
員
の
改
選
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
長
就
任
の
お
話
を
頂
い
た
時
に
は
大
変
力
不
足
と
は
思
い
ま
し

た
が
、
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
の
声
、
後
押
し
を
頂
き
、
会
長
と
し
て
O
B

会
京
浜
支
部
発
展
に
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
就
任
に
際
し

て
O
B
会
の
活
動
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
若
い
世
代
の
力
が
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
、役
員
に
は
こ
れ
ま
で
よ
り
若
い
年
代
の
O
B
に
も
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

O
B
会
京
浜
支
部
の
活
動
で
は
、

　
　

・
現
役
野
球
部
の
更
な
る
飛
躍
の
た
め
の
支
援

　
　

・
こ
れ
ま
で
以
上
に
京
浜
地
区
に
い
る
O
B
同
士
の
交
流
を
進
め
て
い
く
こ
と

　
　

・
京
浜
校
友
会
の
ブ
ロ
グ
を
活
用
し
O
B
が
交
流
す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

　

こ
の
様
な
活
動
を
通
じ
て
、
O
B
会
活
動
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
野
球
部
で
す
が
昨
年
県
大
会
決
勝
戦
で
残
念
な
が
ら
一
歩
及
ば
ず
涙
を

の
み
ま
し
た
。
結
果
課
題
が
見
え
た
！
干
支
は
酉
、
酉
は
羽
ば
た
く
と
言
わ
れ
る
。

甲
子
園
の
空
に
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
。
9
年
待
ち
ま
し
た
。
O
B
会
、
校
友
会
、

松
商
フ
ァ
ン
心
か
ら
の
願
い
で
す
。「
目
標
は
高
く　

現
実
は
着
実
に
」
7
月
に
吉

報
が
来
る
こ
と
を
信
じ
て
、
熱
い
応
援
を
続
け
て
い
ま
す
。
特
に
校
友
会
ブ
ロ
グ

で
発
信
さ
れ
た
野
球
部
情
報
に
は
50
％
以
上
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
関
心
を
寄
せ
て

い
る
。や
は
り
野
球
は
松
商
！
活
躍
あ
れ
ば
学
園
全
体
に
プ
ラ
ス
効
果
を
も
た
ら
す
。

夏
の
甲
子
園
で
松
商
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
を
見
せ
て
欲
し
い
と
、
多
く
の
人
が
今

年
こ
そ
は
！
と
期
待
し
て
い
る
。

　

最
後
に
野
球
部
O
B
皆
様
の
更
な
る
ご
活
躍
、
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
23
年
7
月
に
監
督
を
退
任
し
た
時
、
ま
ず
初
め

に
思
っ
た
こ
と
は
、
ど
ん
な
形
で
あ
れ
今
の
自
分
を
築

き
上
げ
て
く
れ
た
母
校
松
商
学
園
に
貢
献
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
当
時
の
金
井
校
長
か
ら
、
来
年
か
ら

教
務
主
任
を
や
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
時
も
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
引
き
受
け
ま
し

た
。
全
く
新
し
い
仕
事
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
野
球
部
の
監
督
に
比
べ
た
ら

何
で
も
で
き
る
と
い
う
自
信
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
も
そ
ん

な
経
験
を
お
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
松
商
の
野
球
部
を
3
年
間
や
り
遂
げ

た
の
だ
か
ら
、
こ
の
位
の
こ
と
は
乗
り
越
え
ら
れ
る
」
と
。

　

今
年
度
、
百
瀬
校
長
か
ら
教
頭
職
を
任
命
さ
れ
た
時
も
全
く
同
じ
気
持
ち
で
引

き
受
け
ま
し
た
。
現
在
は
教
頭
と
い
う
立
場
で
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
松
商
学
園

高
校
が
発
展
し
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
に
な
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
観
点
で
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
野
球
部
が
強
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
は
皆
さ

ん
と
同
様
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
夏
の
甲
子
園
に
出
場
す
る
こ
と
で
、
学
校
全
体

が
活
気
と
自
信
で
満
ち
溢
れ
ま
す
。
他
の
運
動
部
に
も
い
い
意
味
で
刺
激
と
な
っ

て
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
指
導
者
は
大
き
な
責
任
を
担
っ
て
い
ま
す
。
選
手
と
確
固
た
る
信

頼
関
係
を
築
き
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
今
年
の
夏
の
大
会
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

秋
は
「
技
術
的
戦
い
」、
夏
は
「
精
神
的
戦
い
」
で
す
。
夏
の
大
会
ま
で
に
精
神
力

を
鍛
え
、
平
成
20
年
（
当
時
私
が
監
督
）
以
来
行
っ
て
い
な
い
夏
の
甲
子
園
出
場
、

そ
し
て
甲
子
園
で
勝
利
す
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

野
球
部
に
対
し
て
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
全
面
的
に
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
お
世
話
に
な
っ
た
野
球
部
へ
の
恩
返

し
で
あ
り
、
責
任
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
母
校
に
恩
返
し
」

小
尾　

淳
美

松
商
学
園
高
等
学
校　

教
頭

「
ご
あ
い
さ
つ
」
松
商
野
球
部
O
B
会
京
浜
支
部　

会
長

花
里　

義
人




